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1　治療勧告に応じない小学校児童に対する個別対応型口腔保健活動と治療介入の効果
―プリシード･プロシードモデルを活用した学学連携による支援強化の試み―
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は じめ に
本学では. 半lJkl的 -:･より山 砂小学校の学校困杵医に就
任 したことを契機に ブ リシー ド･プロシー ドモデILに基
づき.功HUl'Jなlji･L､J二l前科健診システムの構築を試ふてい
る鞍その結鼠 平成記3年度の解歯所有者率は新潟市の平
均が13甘一日な(ノM二対し山砂小はI.i-lい.,(二まで減少し.｢~打出
得吊 tている.反l1IL.治瞭勧告出 二応じない氾量が国定
:_して .t･ 了､':工.E= i...‥‥ :･'､･:i 十 ･
傾向が強いことかLt).十代と学校洋再:ト医による桔極的な
治壇介入を美施したところ.良好な結果がfl.J･-吊 したO-)守
報告する.
対象および方法
巨 調登対象:新潟市立薬砂か学校に在籍する全児童
L10ニi/rl
2.調1佃勺容:永久菌舶蝕所存行幸.永久南 一人､l;-J勺
離歯数,歯科治療勧皆者準や治療終了者率 (治療勧
告対象･首)の･=盲目Ⅰ
:~i.調査j沃:小学校定期性Jil.馴桐臣に
①薯治療者に対して,春季と秋季歯科健康診断の
結果より.借料治煩勧告苦を発行
②H23年3月の時点で治療勧哲に応じない未治療の
児童且3名に対し書撃学連携による歯科治療の案内
をj封､j一した.そU)結果.i轟かを希望したLq裾二対し.
本学診療所にて養護教員の引率による範囲歯科治
暁を施行した.
結果および考察
山砂小学校は永久菌酎蝕所存打率.永久術 ･人平均
翻困放ともに減少傾向を示しており.紺氾Ilj■の､I'･J'-/Jを
遥かに卜Il!T･つている.また.li-r科治癖勧告打率は洋湖卓
介入後のⅠⅠ2ニiて口よ前申狛二比して-20.1'Oと人Ip出こ減少し
たが.清瞭終 J' 打 率 は -:j丘 ⊥1日諭 乾 少 し た . こ れ は 菌 科治
瞭勧告に従 う 意 志 の な い 首 の 絶 対 敗 l'日 付 二 変 動 が ない
ことと.112馴 :.a)新 入 牛 細 川 空 内 状 況 が 桐 f= こ比 べ 悪 く,
かつ保護首の l 川 '17 (二 付 す る 認 識 が flt い こ と に 起 因 して
いると思われる , ま た , 未 治 療 者 の学校生活および家
庭環境を調正した と こ ろ.デンタルネグレクトの兆候
が疑われるケースがあるため,今後は学学連携にとと
まらず.虐待l)'Jjl[･.ネ･ソトr7-クとの連推も視野に入れ
た支持張化を検討する必要がある.
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図 1.永久歯繭蝕所有者率の推移
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図2.真砂小における治療勧告者率と治療終了者率の
推移
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